
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

監督／ビョン・ヨンジュ 

１９９６年公開作品 

上映時間／９８分 

ミニレクチャー 

ソウル市内鎮路区の一軒家に元従軍慰安婦

の女性たち 6 名が、仏教団体の支援を受け

て共同生活をしている。人々はこの家を「ナ

ヌムの家」（分かち合いの家という意味）と

呼んでいる。本作品は、この「ナヌムの家」

に暮らすハルモニ（おばあさんという意味）

たちが、炊事洗濯をし、デモに出かけ、おし

ゃべりをしながら互いに支えあう日常生活

を記録し、映し出す。この映画は韓国女性が

初めて「従軍慰安婦＝日本軍性奴隷」と取り

組んだ作品であり、ドキュメンタリー映画と

しては、韓国映画史上初めて商業映画館で公

開され、驚異的な観客を動員し話題となっ

た。 

 

沖
縄
一
九
年
前
、
一
一
歳
少
女
が
米
兵
三
名
の
餌
食
に
さ
れ
、
怒

り
が
島
を
揺
る
が
し
た
。
そ
の
と
き
元
イ
ア
ン
フ
が
言
っ
た
、「
沖
縄

の
少
女
は
本
当
に
つ
ら
い
思
い
を
し
た
。
で
も
、
私
た
ち
は
毎
日
が

沖
縄
の
少
女
の
生
活
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
」。 

あ
な
た
は
、
こ
の
言
葉
を
ど
う
受
け
止
め
ま
す
か
。 

～
キ
ム
・
ス
ン
ド
ゥ
作
品
「
咲
き
き
れ
な
か
っ
た
花
」
～ 

訴えるハルモニたち 


